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第 240号 令和６年３月〈特集記事〉治山・林道工事コンクール表彰式〈特集記事〉治山・林道工事コンクール表彰式
【
治
山
課
・
森
林
整
備
課
】

　

三
月
七
日
、
中
部
森
林
管
理
局
に
お

い
て
「
令
和
五
年
度
治
山
・
林
道
工
事

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公

益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
、
林
業

の
成
長
産
業
化
等
の
推
進
に
貢
献
し
た

治
山
・
林
道
工
事
で
あ
っ
て
、
民
有
林

の
模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
工
事
に
お
け
る

計
画
、
設
計
・
施
工
の
適
正
化
及
び
技

術
の
向
上
、
並
び
に
関
係
者
の
意
欲
高

揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
森
林
管

理
署
等
よ
り
推
薦
さ
れ
た
令
和
四
年
度

の
工
事
が
審
査
対
象
と
な
り
、
有
識
者

を
含
め
た
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
林

野
庁
長
官
賞
四
件
、
中
部
森
林
管
理
局

長
賞
十
二
件
の
工
事
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た

工
事
の
主
任
技
術
者
、
現
場
代
理
人
及

び
監
督
職
員
の
九
名
の
方
が
中
部
森
林

管
理
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
井
口
森
林
整
備
部
長

か
ら
審
査
報
告
を
行
っ
た
後
、
今
泉
局

長
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
長
官
賞
の
授
与
式
は
、
局
長

表
彰
に
先
立
ち
二
月
十
五
日
、
林
野
庁

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
者
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も

技
術
の
研
鑽
、
創
意
工
夫
等
に
よ
り
、

優
良
で
模
範
と
な
る
工
事
を
実
施
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度 

治
山
・
林
道
工
事

 

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

林
野
庁
長
官
賞
受
賞
工
事

トヤノ沢復旧治山工事　施工者 奥田工業㈱

受賞者と関係者全員による記念撮影

北御所川復旧治山工事　施工者 ㈱吉澤組

一ノ瀬林道災害復旧工事　施工者 ㈱梅田組 大門本沢林業専用道新設ほか工事　施工者 ㈱羽田組

❶❶❷❷



令和６年３月 第 240号〈特集記事〉治山・林道工事コンクール表彰式〈特集記事〉治山・林道工事コンクール表彰式

１．中部森林管理局長賞（賞状授与）　治山８社　林道４社

工事別 署所名 工　　事　　名 会社名 役職名 代表者氏名

治山 富山 スゴ谷
たにかりゅう

下流復旧治山工事 新
しんえいけんせつ

栄建設㈱ 代表取締役社長 高
たかひら

平　公
こうすけ

輔

治山 富山 北
きたまただに

又谷復旧治山工事 伊
いとうけんせつ

藤建設㈱ 代表取締役 伊
い と う

藤　甚
じんさい

宰

治山 中信 蒲
がまはらざわ

原沢3復旧治山工事 ㈱笠
かさはらけんせつ

原建設 代表取締役 鈴
す ず き

木　秀
ひ で き

城

治山 東信 板
いたばしがわ

橋川復旧治山工事 木
きのしたけんこう

下建工㈱ 代表取締役 　木
きのした

下　　修
しゅう

　

治山 南信 キッカケ沢
さわ

復旧治山工事 スワテック建
けんせつ

設㈱ 代表取締役 　柿
かきざわ

澤　　充
みつる

　

治山 伊那谷 鳶
と び が す

ヶ巣復旧治山工事 大
たいきょうけんせつ

協建設㈱ 代表取締役 　小
お ざ わ

澤　　悟
さとる

　

治山 岐阜 御
み ま や の

厩野（鞍
くらかけがわ

掛川）復旧治山工事 ㈱梅
うめだぐみ

田組 代表取締役 梅
う め だ

田　桂
け い し

司

治山 東濃 鎗
やりがいりたに

ヶ入谷（本流）復旧治山工事 ㈱佐
さ さ き こ う む て ん

々木工務店 代表取締役 佐
さ さ き

々木典
のりひろ

博

林道 富山 三
さんぼんまつわり

本松割林業専用道新設ほか１工事 ㈲境
さかいこうぎょうしょ

工 業 所 代表取締役 境
さかい

　　康
やすよし

好

林道 南信 三
み ぶ が わ

峰川林道災害復旧工事 宮
みやしたけんせつ

下建設㈱ 代表取締役 宮
みやした

下　金
かねとし

俊

林道 飛騨 松
まつたに

谷（山中峠）林業専用道新設工事 橋
はしもとけんせつ

本建設㈱ 代表取締役 橋
はしもと

本　伸
しんいち

一

林道 東濃 白
しらかわつけち

川付知林道改良工事 ㈱中
なかしまこうむてん

島工務店 代表取締役 中
なかしま

島　紀
の り お

于

２．中部森林管理局長賞（賞状授与）　（林野庁長官賞受賞者の現場代理人等）　９名

工事別 署所名 工　　事　　名 現場代理人 主任技術者 監督職員

治山 伊那谷 北
きたごしょがわ

御所川復旧治山工事 青
あ お き

木　広
こ う じ

司 青
あ お き

木　広
こ う じ

司 大
おおにし

西　正
まさあき

昭

治山 木曽 トヤノ沢
さわ

復旧治山工事 森
もりした

下　恭
きょうへい

兵 麥
むぎしま

島　和
か ず き

貴 佐
さ さ き

々木竜
た つ や

也

林道 東信 大
だいもんほんざわ

門本沢林業専用道新設ほか工事 小
こ や ま

山　雄
ゆ う き

輝 小
こ や ま

山　雄
ゆ う き

輝 俣
ま た の

野　篤
あ つ き

樹

林道 木曽 一
い ち の せ

ノ瀬林道災害復旧工事 梅
う め だ

田　　通
とおる

　梅
う め だ

田　　通
とおる

　 久
きゅうご

古　和
か ず き

貴

現場代理人・主任技術者及び監理技術者が兼務している場合は、上位の役職者を表彰します。

３．林野庁長官賞　４社（2月15日林野庁にて表彰済み）

工事別 署所名 工　　事　　名 会社名 役職名 代表者氏名

治山 伊那谷 北
きたごしょがわ

御所川復旧治山工事 ㈱吉
よしざわぐみ

澤組 代表取締役 吉
よしざわ

澤　利
としふみ

文

治山 木曽 トヤノ沢
さわ

復旧治山工事 奥
おくだこうぎょう

田工業㈱ 代表取締役 奥
お く だ

田　和
かずひこ

彦

林道 東信 大
だいもんほんざわ

門本沢林業専用道新設ほか工事 ㈱羽
は た ぐ み

田組 代表取締役 佐
さ と う

藤　公
きみあき

明

林道 木曽 一
い ち の せ

ノ瀬林道災害復旧工事 ㈱梅
うめだぐみ

田組 代表取締役 梅
う め だ

田　桂
け い し

司

 治山・林道工事コンクール賞状授与者名簿

治山・林道工事コンクール賞状授与者名

やまなかとうげ

ほんりゅう

❷❷



第 240号 令和６年３月〈特集記事／森林・林業・森林土木に関するWeb勉強会〉〈特集記事／森林・林業・森林土木に関するWeb勉強会〉

Ｗeb勉強会の様子

【
企
画
調
整
課
・
治
山
課
】

　

近
年
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る

地
理
空
間
情
報
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技

術
を
活
用
し
、
森
林
施
業
の
効
率
化
・

省
力
化
を
推
進
す
る
取
組
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
に
は
、
先
端
技
術
に
関

す
る
知
識
の
習
得
が
必
要
と
な
り
、
あ

わ
せ
て
、
人
材
の
育
成
も
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、民
有
林
関
係
者
は
、

技
術
を
習
得
す
る
機
会
が
少
な
く
、
ま

た
、
普
段
の
業
務
の
中
、
講
習
会
等
に

参
加
し
知
識
や
情
報
を
習
得
す
る
の
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、中
部
森
林
管
理
局
で
は
、

民
有
林
関
係
者
が
普
段
の
仕
事
の
終
わ

る
時
間
帯
に
気
軽
に
参
加
で
き
、
先
端

技
術
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
習
得
で

き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
勉
強
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

勉
強
会
へ
の
参
加
は
、
当
局
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
通
じ
て
募
集
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
十
一
回
開
催
し
、
延
べ
二
百
十 

六
名
の
企
業
・
団
体
に
所
属
す
る
民
有

林
関
係
者
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、

覚
え
る
の
に
と
て
も
苦
戦
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
」「
現
場
か
ら
早

め
に
戻
り
参
加
可
能
な
の
で
、
と
て
も

参
加
し
や
す
い
時
間
設
定
で
あ
る
」「
自

分
の
ス
マ
ホ
に
Ｃ
Ｓ
立
体
図
を
入
れ
て

現
場
の
確
認
に
活
用
で
き
た
」「
通
常
の

講
習
会
に
比
べ
参
加
し
や
す
く
、
急
用

の
場
合
は
業
務
を
優
先
で
き
る
環
境
は

あ
り
が
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、
知
識
や
技
術
を
習
得
す

る
場
の
提
供
や
参
加
し
や
す
い
開
催
方

法
は
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

勉
強
会
で
習
得
し
た
知
識
や
技
術
に

よ
り
、
現
場
で
の
踏
査
等
が
安
全
に
効

率
的
に
実
施
で
き
る
と
と
も
に
、
作
業

の
検
討
に
も
大
い
に
活
用
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

今
後
も
、多
く
の
民
有
林
関
係
者
に
、

現
場
で
活
用
で
き
る
知
識
や
情
報
・
技

術
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

民
有
林
関
係
者
を
対
象
に
し
た

   
森
林
・
林
業
・
森
林
土
木
に

     
関
す
る
Ｗｅ
ｂ
勉
強
会

 
～
現
場
で
活
用

 
で
き
る
知
識
や

 

情
報
・
技
術
～

森林・林業・森林土木に関するWeb 勉強会
～現場で活用できる知識や情報・技術～

【勉強会の内容】
1時限目 ：Google Earth を活用しよう
2時限目 ： QGIS を活用しよう
3時限目 ：自分のスマホを活用しよう
4時限目 ： QGIS を活用しよう
5時限目 ： Google Earth を活用しよう
6時限目 ： QGIS を活用した図面の作成
7時限目 ：属性を活用した様々な分析
9時限目 ： Google Earth Webを活用しよう
8時限目 ： QGISを活用しよう
10時限目 ：自分のスマホを活用しよう
11時限目 ： QGISを活用しよう

スマホにCS立体図を読み込み
現場で活用

QGISにCAD図面を読み込み位置を確認。

Google EarthにCS立体図を
読み込み立体的に確認

❸❸❹❹



令和６年３月 第 240号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
富と
や
ま山
森
林
管
理
署
】

　

一
月
十
七
日
、
運
転
経
験
の
浅
い
若

手
職
員
五
名
を
対
象
に
、
市
内
の
自
動

車
学
校
に
お
い
て
、
冬
季
に
お
け
る
安

全
運
転
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
自
動
車
学
校
の
教
官
よ

り
、
積
雪
・
凍
結
路
で
の
安
全
走
行
、

交
通
安
全
全
般
に
つ
い
て
講
話
を
受
け

た
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
、
実
技
に
よ

る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
運
転
操
作
で
は
、
雪
上
で

の
カ
ー
ブ
走
行
や
、
降
雪
時
に
お
け
る

視
界
な
ど
、
悪
条
件
下
で
の
運
転
に
お

け
る
事
故
の
リ
ス
ク
を
体
感
し
ま
し

た
。更
に
、教
習
車
を
使
用
し
急
ブ
レ
ー

キ
時
の
制
動
距
離
や
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

【
愛あ

い
ち知
森
林
管
理
事
務
所
・

 

名
古
屋
事
務
所
】

　

十
二
月
十
一
日
、「（
一
社
）日
本
山
岳

会
東
海
支
部 

猿さ
な
げ投
の
森
づ
く
り
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
六
名
が
、
愛
知
県
北き
た
し
た
ら

設
楽

郡ぐ
ん
し
た
ら
ち
ょ
う
だ
ん
ど

設
楽
町
段
戸
国
有
林
に
お
い
て
、
素

材
生
産
現
場
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会
は
、
愛
知
県

県
有
林
や
愛
知
県
瀬せ

と

し
戸
市
に
あ
る
東
大

演
習
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
っ
た
本
格
的
な
森
林
整
備
を

さ
れ
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。

　

九
月
十
二
日
に
熱あ

つ
た
し
ろ
と
り

田
白
鳥
の
歴
史
館

に
お
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
た
際
、「
今

後
の
森
林
整
備
活
動
の
参
考
に
す
る
た

め
、
実
際
に
生
産
事
業
の
現
場
を
見
学

し
た
い
」
と
の
要
請
を
受
け
、
愛
知
事

務
所
の
森
林
整
備
事
業
の
受
注
者
で
あ

る
㈱
緑
豊
の
澤
田
社
長
や
従
業
員
の
方

の
ご
協
力
に
よ
り
、
見
学
の
機
会
を
設

け
ま
し
た
。

　

事
業
地
で
は
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
に

よ
る
集
材
と
プ
ロ
セ
ッ
サ
造
材
な
ど
高

性
能
林
業
機
械
の
実
演
の
ほ
か
、
近
隣

ン
の
脱
着
の
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
日

ご
ろ
か
ら
、
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
る

職
員
も
、
雪
道
走
行
で
の
危
険
な
体
験

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
を
も
っ
て
冬

季
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、二
月
五
日
に
は
、ロ
ー
タ
リ
ー

式
除
雪
機
の
操
作
講
習
会
を
行
い
、
使

用
し
た
こ
と
の
な
い
職
員
な
ど
、
四
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
経
験
豊
富

な
職
員
が
担
当
し
、
事
故
防
止
の
動
画

を
視
聴
し
た
あ
と
、除
雪
機
を
使
用
し
、

操
作
方
法
、
安
全
対
策
、
注
意
点
等
に

つ
い
て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て

使
用
す
る
職
員
は
、
不
慣
れ
な
が
ら
も

雪
を
飛
ば
す
場
所
や
オ
ー
ガ
の
高
さ
な

ど
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
作
業
を

行
い
、小
雪
が
舞
う
寒
い
中
で
し
た
が
、

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

の
現
場
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
一
〇
〇

年
生
を
超
え
る
優
良
材「
段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
」

の
丸
太
等
も
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、
安
全
な
伐
倒
、
林
業
機
械

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
雇
用
や
人
材
育
成

の
課
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が

あ
り
、
事
業
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
立

場
は
違
い
ま
す
が
、
森
林
・
林
業
へ
の

想
い
は
同
じ
で
あ
り
、
予
定
時
間
を
超

え
て
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

後
日
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
、
林

業
機
械
の
迫
力
、
活
き
活
き
と
働
く
若

者
、伐
採
箇
所
で
広
葉
樹
を
残
す
配
慮
、

段
戸
Ｓ
Ａ
Ｎ
の
木
目
の
美
し
さ
等
へ
の

感
心
と
対
応
へ
の
感
謝
が
綴
ら
れ
た
感

想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
各
団
体
等
か
ら
の
要
請
に

応
え
、
現
地
見
学
等
を
通
じ
国
有
林
の

取
組
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

冬
季
の
安
全
講
習
会
を
実
施

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

�

素
材
生
産
現
場
を
見
学

作業現地の説明を受ける参加者

指導を受けながらの除雪作業

シミュレーターによる雪上運転

❹❹



第 240号 令和６年３月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
岐ぎ

ふ阜
森
林
管
理
署
】

　

二
月
二
日
に
関せ

き
し市
の
わ
か
く
さ
・
プ

ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
岐
阜
県

森
林
・
林
業
関
係
合
同
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
発
表
会
は
、
岐
阜
県
内
の
森
林
・

林
業
に
携
わ
る
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
日
頃
の
林
業
普
及
活
動
や
試
験
・

課
題
研
究
等
に
関
す
る
実
績
な
ら
び
に

成
果
の
発
表
を
通
じ
て
、
積
極
的
な
知

識
・
技
術
の
相
互
研
鑽
、
交
流
、
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
県
民

に
対
し
て
最
新
の
森
林
・
林
業
に
関
す

る
話
題
を
直
接
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
岐
阜
県
に
お
け
る
森
林
・
林
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
は
、
林
業
普
及
活
動
、
地
域
森

林
監
理
士
の
活
動
報
告
、
森
林
研
究
所

の
研
究
成
果
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

や
郡ぐ

じ
ょ
う上
高
校
の
学
生
の
発
表
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
有
意
義
な
発
表
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
内
の
森
林
管
理
署
等
か
ら
も
毎
年

交
代
で
一
課
題
発
表
し
て
お
り
、
今
回

【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
】

　

一
月
二
十
二
日
、
木
曽
郡
王
滝
村
役

場
へ「
王
滝
村
・
村
内
図
」を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
以
前
、
王
滝
村
の
越こ

し
は
ら原
村

長
を
表
敬
訪
問
し
た
際
、
村
長
室
に
掲

示
さ
れ
て
い
た
村
内
図
が
古
く
、
青
基

調
の
色
合
い
や
少
な
い
凡
例
に
よ
り
見

に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
話
題
に
上

が
っ
た
た
め
、森
林
事
務
所
に
お
い
て
、

新
た
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

図
面
に
は
、
民
有
林
・
国
有
林
・
林

班
界
・
村
道
・
林
道
・
水
系
等
を
入
れ

る
と
と
も
に
、
長
野
県
に
お
け
る
王
滝

村
の
位
置
や
御お

ん
た
け嶽
山さ
ん
ち
ょ
う
頂
、
県
境
の
峠
、

ダ
ム
湖
等
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
豊
か

な
自
然
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

王
滝
村
は
総
面
積
の
約
九
十
六
㌫
を

森
林
が
占
め
（
う
ち
国
有
林
は
約

八
十
七
㌫
）、
良
質
な
木
曽
ヒ
ノ
キ
を

は
じ
め
木
曽
五
木（
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、

ア
ス
ナ
ロ
、
ネ
ズ
コ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
）

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

越
原
村
長
か
ら
は
、「
緑
基
調
の
色

は
「
新
た
な
シ
カ
の
捕
獲
方
法
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
当
署
が
取
り
組
ん
で
い

る
保
護（
守
り
）と
捕
獲（
攻
め
）の
ニ
ホ

ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
昨
年
八
月
二
十
八
日
に
当
署
管

内
の
七ひ

ち
そ
う宗
国
有
林
に
お
い
て
現
地
検
討

会
を
実
施
し
た「
小
林
式
誘
引
捕
獲
法
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
関
係
者
等
と
の
交
流
や

連
携
を
図
り
、
広
く
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
発
表
会
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
い
と
な
り
、
森
林
に
囲
ま
れ
た
村
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
村
の
説
明
が
し
や
す
く
な
り
、
来

客
時
に
は
都
度
活
用
し
て
い
き
た
い
」と

の
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係
合
同
発
表
会

�

で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
つ
い
て
発
表

王お
う
た
き
む
ら

滝
村
へ「
村
内
図
」を
寄
贈

村長室に掲示された図面と越原村長 説明をする森林事務所職員

当署のニホンジカ対策について発表する様子

❺❺❻❻



令和６年３月 第 240号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

二
月
五
日
、
中
津
川
市
立
付
知
南
小

学
校
五
年
生
よ
り
、「
こ
の
地
域
の
産

業
で
あ
る
林
業
の
話
を
当
署
の
下
付
知

貯
木
土
場
で
聞
き
た
い
」
と
の
依
頼
が

あ
り
、
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

付
知
南
小
学
校
の
み
ど
り
の
少
年
団

は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
全
国
緑
の
少

年
団
活
動
発
表
大
会
（
国
土
緑
化
推
進

機
構
主
催
）」
で
最
高
賞
と
な
る
「
み
ど

り
の
奨
励
賞
」
を
授
与
さ
れ
る
な
ど
、

普
段
よ
り
森
林
に
か
か
わ
る
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
、
昨
年
秋
に
は
国

有
林
内
で
の
森
林
教
室
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
時
に
は
、
森
林
の
働
き
を
中

心
と
し
た
話
を
し
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
付
知
の
林
業
の
歴
史
を
中
心
と
し
た

話
を
し
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
、
当
地
域
は
良
質
な
「
木

曽
ヒ
ノ
キ
」
の
産
地
で
、
産
出
さ
れ
た

木
材
が
全
国
各
地
の
お
城
や
神
社
・
仏

閣
な
ど
の
建
設
に
用
い
ら
れ
て
き
た
こ

と
、
多
く
の
木
材
を
ど
の
よ
う
に
伐
り

出
し
て
運
ん
で
い
た
の
か
、
ま
た
、
児

童
が
疑
問
に
思
っ
て
い
た
下
付
知
土
場

【
木
曽
森
林
管
理
署
・
東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署
】

　

二
月
三
日
に
東
濃
署
管
内
、
そ
の
翌

日
に
木
曽
署
管
内
に
お
い
て
、
木
と
建

築
で
創
造
す
る
共
生
社
会
実
践
研
究
会

東
海
支
部
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、当
地
域
の
国
有
林
や
林
業
の
歴
史
、

木
曽
悠
久
の
森
の
取
組
、
管
内
で
生
育

し
た
八
十
年
生
以
上
の
良
質
な
人
工
林

ヒ
ノ
キ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
（　
　

木
曽
ひ

の
き
）
し
、
市
場
や
建
築
会
社
の
方
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
同
研

究
会
は
、「
木
の
学
校
づ
く
り
、
木
の

建
築
づ
く
り
」
を
核
と
し
な
が
ら
、
そ

の
切
り
口
に
と
ど
ま
ら
ず
、
持
続
可
能

な
森
林
資
源
の
活
用
を
通
じ
、
地
域
に

根
差
す
建
築
・
産
業
・
文
化
の
継
承
と

発
展
を
図
り
、
ま
た
、
木
の
建
築
と
木

質
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
び
つ
け
、
自
立
的

な
循
環
型
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
共
生
社
会
の
理
念
の
実
現
に

向
け
て
総
合
的
・
実
践
的
に
活
動
す
る

こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
今
年
度
開
校
し
た
中な

か
つ津

は
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
、
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

土
場
に
は
伊
勢
神
宮
用
の
注
文
材
が
並

ん
で
い
た
た
め
、
雪
が
降
る
中
で
し
た

が
、
木
材
に
触
れ
、
香
り
を
か
い
で
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
児
童
か
ら
は
「
大
き

い
な
」「
い
い
香
り
が
す
る
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
林
教
室
の
締
め
く
く
り
に
児
童
へ

「
付
知
の
人
に
と
っ
て
、
こ
の
香
り
が

故
郷
の
香
り
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
」
と
伝
え
、
引
率
す
る

先
生
か
ら
「
ヒ
ノ
キ
が
故
郷
の
香
り
な

ん
て
素
敵
で
す
ね
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

故
郷
の
森
林
を
大
切
に
、
守
り
育
て

る
心
も
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

川が
わ
し市「
福
岡
小
学
校
」の
木
の
学
校
づ
く

り
、「
木
曽
町
役
場
」の
木
造
新
庁
舎
の

設
計
施
工
、
南な
ぎ
そ
ま
ち

木
曽
町「
勝
野
木
材
」の

高
付
加
価
値
化
し
た
建
築
材
製
造
に
つ

い
て
現
地
見
学
さ
れ
、
各
署
等
の
職
員

も
見
学
や
意
見
交
換
の
場
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
木
造
建
築
の
デ
ザ
イ
ン

や
木
材
利
用
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
木
材
に
関
係
す
る
様
々
な

立
場
の
方
と
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、

地
域
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
木
材
の
供

給
や
森
林
の
管
理
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
香
り

�

～
付つ

け
ち
み
な
み

知
南
小
学
校
森
林
教
室
～

木
と
建
築
で
創
造
す
る
共
生
社
会
実
践

�

研
究
会
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

木曽署にて国有林材のブランド化について紹介

伊勢神宮用のヒノキの香りを確かめる様子
（※貯木土場内は原則保安帽着用ですが、今回は重機等
も稼働しておらず、児童の安全が十分確保できたことか
ら特別に着用していません）

○
○

ま
る
こ
う
ま
る
こ
く

国
高

❻❻



第 240号 令和６年３月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

昨
年
九
月
よ
り
修
繕
工
事
を
進
め
て

い
ま
し
た
当
署
の
立
山
森
林
事
務
所
が

一
月
に
完
成
し
、
こ
れ
ま
で
最
寄
り
の

常じ
ょ
う
が
ん
じ
が
わ

願
寺
川
治
山
事
業
所
に
お
い
て
実

施
し
て
い
た
森
林
官
業
務
を
、
新
し
く

な
っ
た
庁
舎
で
七
カ
月
ぶ
り
に
再
開
し

ま
し
た
。

　

中な
か
に
い
か
わ
ぐ
ん

新
川
郡
立た
て
や
ま
ま
ち

山
町
芦あ
し
く
ら峅
寺じ

に
所
在

す
る
当
事
務
所
は
、
昭
和
四
十
九
年
に

建
築
さ
れ
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
も
著

し
く
寒
冷
地
仕
様
で
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
か
ね
て
よ
り
大
規
模
な
改
修
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
。

【
名
古
屋
事
務
所
】

　

二
月
十
五
日
、
名
古
屋
市
西
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
主
催
の
四
回
に
わ
た
る
講

座
『〈
な
ご
や
学
〉
名
古
屋
産
業
史
～

「
木
」「
鉄
」「
土
」か
ら
学
ぶ
～
』の
う
ち

の
第
二
回
目『
名
古
屋
産
業
史
～「
木
」』

が
二
十
三
名
の
参
加
の
も
と
、
熱
田
白し

ろ

鳥と
り
の
歴
史
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
講
座
は
、
名
古
屋
の
産
業
史
を
江

戸
か
ら
明
治
時
代
の「
木
」「
鉄
」「
土
」を

視
点
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
の
発
展
と
、

そ
れ
ら
の
技
術
が
今
の
名
古
屋
の
産
業

に
与
え
た
影
響
な
ど
の
歴
史
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
地
元
へ
の
愛
着
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
江
戸
時
代
か
ら
木
材
の
集

散
地
で
あ
り
、
名
古
屋
の
木
材
産
業
に

影
響
を
与
え
た
白
鳥
貯
木
場
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
当
所

職
員
か
ら
「
名
古
屋
の
木
材
産
業
発
祥

の
地 

白
鳥
貯
木
場
」
と
題
し
て
、
歴
史

的
な
堀ほ

り
か
わ川
と
の
関
わ
り
や
木
曽
地
域
か

ら
の
木
材
の
流
送
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

立
山
の
麓
に
あ
る
芦
峅
寺
で
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
半
世
紀
を
過
ご
し
て
き

た
当
事
務
所
は
、
基
礎
、
柱
、
梁
、
屋

根
を
残
し
て
解
体
し
た
後
、
新
た
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
布
基
礎
へ
と
補

強
し
、
火
打
ち
や
筋
交
い
で
躯
体
の
耐

震
強
度
を
高
め
、
床
下
・
壁
内
・
天
井

裏
に
断
熱
材
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

換
気
シ
ス
テ
ム
も
設
置
す
る
こ
と
で
、

改
修
前
よ
り
快
適
な
事
務
室
と
宿
舎
環

境
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
登
山
者
や
観
光
客
が
訪
れ
る

立
山
黒く

ろ
べ部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
や
北
ア
ル

プ
ス
立
山
連
峰
の
国
有
林
を
管
理
す
る

当
事
務
所
は
、
こ
れ
ま
で
も
山
小
屋
関

係
者
や
行
政
機
関
等
と
の
情
報
交
換
の

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
改
修
を
契
機
に
、
今
ま
で
以

上
に
地
元
か
ら
愛
さ
れ
頼
ら
れ
る
森
林

事
務
所
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
さ
れ
た
受
講
者
か
ら
は
、「
白

鳥
貯
木
場
の
長
い
歴
史
の
深
さ
が
よ
く

理
解
で
き
興
味
深
か
っ
た
」「
名
古
屋
の

町
づ
く
り
は
こ
の
木
材
が
な
け
れ
ば
で

き
な
か
っ
た
」「
孫
に
も
一
度
勉
強
す
る

よ
う
伝
え
た
い
」
な
ど
心
強
い
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
各
団
体
等
か
ら
の
要
請
に

応
え
、
熱
田
白
鳥
の
歴
史
を
通
じ
て
森

林
・
林
業
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
山
森
林
事
務
所
が

�

完
成
し
ま
し
た

〈
な
ご
や
学
〉講
座
で

�
名
古
屋
の
木
材
産
業
史
を
説
明

興味深く木材産業の歴史を学ぶ受講者のみなさん

看板を設置する署長と森林官

躯体のみとなった森林事務所

❼❼❽❽




